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論 文 内 容 の 要 旨 
 マンモスの化石はユーラシアの陸成上部新生界の生層序区分を確立するうえで、最も重要かつ実用的な指標
のひとつである。中国北部の中期鮮新世以降の地層からは、多くのマンモスの化石が発見されているが、これ
らの化石についての、分類と生層序に関する体系的な研究は、これまでされていなかった。現在でも、中国の
マンモス化石の同定と分類は、属レベルにおいてさえ大変混乱しており、おおいに議論されなければならない。
本論文では、汎ユーラシアのマンモス系列に関する研究の最近の進歩に基づき、中国の原始的マンモスの化石
のほとんどについて、詳細に再検討した。その結果と、華北のよく年代が知られているいくつかの層序学的単
元に基づき、中期鮮新世から前期更新世の新しい生層序区分が、初めてこの論文で確立された。汎ユーラシア
のマンモス系列の中での、中国のマンモスの分類学的な位置付けについても、この研究で示された新しい観点
に基づいて、はじめて議論された。 
 中国産マンモスの化石は、属レベルでも種レベルでも、ヨーロッパのタクサと同様に分類することができる。
主として華北の中期鮮新世から前期更新世の地層から産出したいくつかのゾウ化石は、以下のMammuthus の３
種の chronospecies すなわち M.rumanus,M.meridionalis そして M.trogontherii に同定される。それらはゾウ科
の他の属、すなわち Palaeoloxdon や Elephas と、形態的に識別可能である。自立的に年代決定された標本に基
づく、華北の中部鮮新統から下部更新統産の一連のマンモス化石を通じて、明らかな臼歯形態の漸移的かつ定
向的変化が認められる。 
 もっとも早期の原始的な中国のマンモスすなわち M.rumanus は、おそらく年代が 3.2-2.6Ma の間とされる、中
部鮮新統の麻則 累層上部と游河累層から得られている。中国の M.meridionalis は、おそらく年代が 2.6‐
l.8Ma の間とされる、上部鮮新統の后河村累層と海眼累層産から産出している。中国の M.trogontherii の化石
は、おそらく年代が l.8‐1.1Ma の間とされる、下部更新統の泥河湾累層と三門累層から発見されている。上記
に示した中国の代表的地層だけでなく、中国北部の他の地点の堆積物からも、上記の３種の chronospecis に
同定可能なマンモスの化石が産出している。しかしながら、それらの年代は明確ではない。 
 華北は、初期のマンモスがアフリカからユーラシアへ第１次分布拡大をした後の、マンモスの進化に関する
研究にとって、鍵となる地域である。中期鮮新世から前期更新世の華北において、 M.rumanus,M.meridionalis 
そして M.trogontherii は、おそらく、汎ユーラシアのマンモス系列の中で、連続的かつ漸進的な進化の中心と
なっていただろう。そして、本論文で記載されたいくつかの標本は、汎ユーラシアのマンモス系列の異なる進
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化段階における起源・進化そして分布拡大を理解する上で、他に代え難い役割を演じてきただろう。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 
 長鼻類マンモスゾウの化石は、ユーラシア大陸の陸成上部新生界の生層序学的研究を行う上で、重要な指標
化石となっている。多くのマンモスゾウ化石が発見されている中国北部は、詳細な生層序区分確立にとって極
めて重要な地域と考えられるが、産出する化石についての分類や生層序に関する体系的な研究は、ほとんど行
われていない状況であった。 
 筆者は、このような研究の現状を踏まえ、中国北部の中部鮮新～下部更新統から産出した多数のマンモスゾ
ウ化石について、層序学的・分類学的に詳細な記載・検討を行った。その結果、中国産マンモスゾウの化石は、
属レベルでも種レベルでも、ヨーロッパのタクサと類似し、Mammuthus の３種のchron speci s、すなわち 
M.rumanus,M.meridionalis そして M.trogontherii に同定され、Palaeoloxodon や Elephas と形態的に識別可能
であることを明らかにした。さらに、層序学的研究によって、これらMammuthss の臼歯はその形態が漸移的か
つ定向的に変化することを指摘した。また、生層序学的な産出レンジについては、原始的な M.rumanus は
3.2-2.6Ma,M.meridionalis は 2.6-1.8Ma, M.trogontherii は 1.8-1.1Ma であることを示した。以上の研究に基
づき、中国北部の中期鮮新世から前期更新世における M.rumanus,M.meridionalis 、M.trogontherii への変化は
連続的・漸進的で、初期のマンモスゾウがアフリカからユーラシア大陸へ分布拡大後の、マンモスゾウの進化
に関する研究にとって鍵となる地域であることを明らかにした。 
 以上のように本研究は、中国北部の中部鮮新統～下部更新統のマシモスゾウ化石による詳細な層序を組み立
て、ユーラシア大陸のマンモスゾウの進化および分布拡大を理解する上で重要な指摘を行った。これらの成果
は、第四紀・第三紀の古生物学的研究の発展に大きく寄与するものであり、博士（理学）の学位を授与するに
値するものと認める。 
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